
後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ

＊均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
　また、年金所得については 15万円を控除した額で判定します。
◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　被保険者の総所得金額等が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被用者保険加入者に扶養されていた方も、特別措置として、
平成 28年度も保険料の均等割額が９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座振替）により
納めることになります。
特別徴収の方　平成 28年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。
普通徴収の方　平成 28年７月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。
　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間 18万円未満の方等を除く）で、平成 27年４月２日以降に75
歳の誕生日を迎えられた方は、次のとおり平成 28年度途中から特別徴収となりますのでご注意ください。

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月
平成27年　4月　2日　～　平成27年10月　1日　の間 普通徴収はありません 平成28年　4月から
平成27年10月　2日　～　平成27年12月　1日　の間 普通徴収はありません 平成28年　6月から
平成27年12月　2日　～　平成28年　2月　1日　の間 平成28年７月 平成28年　8月から
平成28年　2月　2日　～　平成28年　3月31日　の間 平成28年７・８・９月 平成28年10月から
＊但し、平成 27 年 4月 2日～ 10 月 1日の間に 75 歳の誕生日を迎えられた方の特別徴収の開始月は、市町村によって平成
28年 4月より前に開始される場合があります。

　後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金からの差し引き）により納めている方は、申し出により、保険料
を口座振替での納付へ変更することができます。

保健センターだより 後期高齢者医療制度の対象となる方

　３月２日と３月22日に矢部高校からの依頼を受けて認知症サポーター養成講座を開催しました。今回
は家庭科の特別授業として食農科学科１年生、普通科１年生、食農科学科２年生、緑科学科２年生が講座
を受けられました。本講座の目的は認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族に対
して温かい目で見守る応援者となること、他人事として無関心でいるのではなく、「自分の問題である」と
いう認識を持つことができることとしています。
　事前に認知症に関するアンケートをとりましたので、その結果をお知らせします。

地域で本講座をご希望の場合には、お気軽に山都町地域包括支援センター（℡：72－1677）までご連絡下さい。

　高齢者の日々の生活や困難なことや悩みなどを
知り、認知症について学んで頂きました。
　次にDVDを視聴し、悪い例について、どこが良く
ないかを発表して頂きました。（写真①）
　山都町地域包括支援センターの職員が扮する認
知症のおばあちゃんが病院受診後、買い物に行きた
いが行けずに困っています。
　そんなおばあちゃんを見て矢部高校生がどう接
するかを考えて演じて頂きました。（写真②）
　今後認知症の方と出会った時にどう対応したら
よいかを考える機会になったと思います。
　最後にこの講座のまとめを行ない、オレンジリン
グの説明と配布を行ないました。
　今回、矢部高校の皆さんには力強い認知症サポー
ターになって頂きました。

・75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
・65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（市（区）町村に申請し、広域連合の認定を受けた日から加入）
※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部の方などです。
※一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、いつでも撤
回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請・撤回することはできません。
※生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３か月未満である方などは対象になりません。

・熊本県後期高齢者医療広域連合では２年毎の保険料率の見直しにより、次のとおり決定しました。

　所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。
（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

　　　　　　　　　　◆保険料の均等割額の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

平成 26・27年度保険料率と同一です。

平成 28・29年度の保険率が決定しました。

平成 28年度は保険料軽減対象者が拡大します。

所得が低い方の軽減

被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減

保険料の均等割額を９割軽減

保険料の均等割額を 8.5 割軽減

保険料の均等割額を５割軽減

保険料の均等割額を５割軽減

保険料の均等割額を２割軽減

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保
険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ80万円と
して計算したうえで所得が０円となる場合

「基礎控除額（33 万円）」＋「26.5 万円×世帯の
被保険者数」を超えない世帯 （拡大）

「基礎控除額（33 万円）」＋「48 万円×世帯の被
保険者数」を超えない世帯 （拡大）

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

「基礎控除（33万円）」＋ 58万円を超えない方

平成 28年度後期高齢者医療保険料の納め方について

～　特別徴収から口座振替への変更について　～

保 険 料 額
（年額）

※年額57万円が上限です

均 等 割 額
（被保険者１人当たり）
47,900円

所 得 割 額
総所得金額等－33万円
（基礎控除）　　　　　　×

＋＝ 所得割率
9.26％
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